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5 作文の推躍をする 2.3 2 2 
6 
運動会、遺足などの行
3.1 4 3 事後に作文を書く





9 時を作る 2.5 2 3 
10 俳句または短散を作る 2.5 2 3 
1 日記を書〈 3.3 4 4 




14 お話、物簡を作る 2.2 2 























































































































































































































































































































































































































































































































































共立女子大学家政学部紀要第 62号 {2016) 
の「一方通行型jが教育実習や教育現場に直結
する科目の授業形態としてふさわしいとは考え
られなかった。本論の中で「初任者は自分の受
けた教育を再現するものだJと書いたが、大学
教員として初任者の私がまさに自らの受けた大
学教育を再現していることに気づかされたのは
皮肉なことであったo
途中、演習を増やし、受講生の個性を発揮で
きるような場を設定してもみたが、受講生の姿
を観る限り、際立った改善とは感じられなかっ
た。そして、毎時間細切れの授業を展開してい
ることに問題があるのではないかと考えるに至
った。小学校で児童があれだけ意欲的に学んで
いた「単元学習」の発想を、大学での授業、そ
れも小学校の教育現場に直結する「初等教科教
育法jの授業ではじめから生かそうとしなかっ
たことが悔やまれた。
後半から授業を「単元Jとして再構成し、学
生の学びの様相が主体的、目的的なものに変容
した手応えを得たことは、ここに報告した通り
である。
本稿は、半年間の試行錯誤の中での授業構成
を報告したものであり、実証性も希薄であるが、
今後、本学の学生のための「共立単元Jの二つ
目、三つ目を構想・実践し、大学における授業
設計、運営について検討を重ねていきたいと考
えている。
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